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あらまし：本研究では名護市豊原地区で役に立つ、スマートフォンを活用した情報提供システムとして行

事予定表、ごみの通知機能、ハザードマップ、防災グッズ、なんでも質問の機能を作った。地域の職員に、

その機能や実現方法等についてヒアリングを行うとともに、プロトタイプの実装後に職員へのプレゼンテ

ーションを実施し検証を行った。リッチメニューを押すとすぐに情報が手に入ることや前日にごみの回収

情報が自動配信される機能は高評価を得た反面、他の機能ではスクリーンショットの保存操作が難しいな

どの課題が指摘された。 
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1. はじめに 

名護市豊原地区は名護市の東海岸の久志地区に位

置し、人口 464 人、231 世帯（令和 6 年 3 月 31 日現

在）(1)の行政区である。本研究では名護市豊原地区

で役に立つ機能を取り入れたアプリケーションにつ

いて LINE を使用し開発を行った。LINE はお年寄り

のあいだでも馴染みのある連絡手段である。我々は、

お年寄りが LINE を使ったときにどのような機能が

必要であるかについてディスカッションした。出て

きた機能について職員に提案してその必要性につい

てヒアリングを行い、行事予定表、ごみの通知、ハ

ザードマップ、防災グッズ、なんでも質問の機能を

作成することにした。プロトタイプの実装後に職員

へのプレゼンテーションを実施し検証を行ったので

その内容について報告する。 

 

2. 研究内容 

職員への機能の提案とその必要性に関するヒアリ

ングの結果を受けて次の 5 つの機能を作成した。 

ごみの通知は、前日の昼間 12 時に収集されるごみ

の種類などの情報が通知される機能である。翌日に

出すごみの準備を、余裕を持ってすることができる。 

行事予定表は、地区で行われる年間行事が表示さ

れる機能である。我々は当初、カレンダーが表示さ

れる機能を提案したが、ヒアリングの際に職員から

各家庭に地区のカレンダーがあると聞いたため、公

式 LINE ではカレンダーが表示されるよりも、どの

時期にどのような行事があるのかが確認できる機能

が必要であると考え、行事予定表を作成した。スマ

ートフォンの表示画面に合わせ縦長の画像にするこ

とで閲覧しやすくなるよう工夫した。 

ハザードマップは、避難場所に行くための避難経

路と地区のハザードマップを表示する。避難経路は、

ヒアリング時に職員に教えていただいた現段階の地

区の避難経路を基に、近隣の住民同士で集まる一時

的な集合場所と避難場所へのルートを地図に記載し

作成した。また、表示されるハザードマップではリ

スクの高い場所が一目で分かる(2)。 

防災グッズは、災害時に備えるべきもののリスト

が表示される(6)。本機能では、まだ防災グッズをま

とめていない方や何を準備すれば良いか分からない

方、そしていつでもリストを確認したい方が、簡単

に情報を得ることができる。チェックリストへ記入

したい場合は、画像をプリントアウトするか、スク

リーンショットをすることを勧めている。 

なんでも質問は OpenAI を活用しユーザの質問に

即座に適切な回答が返ってくる機能を実現している。

また、Google や Yahoo などのインターネット検索が

難しい高齢者でも普段の LINE と同じ要領で質問す

ることができる。 

公式 LINE と OpenAI は Make(5)で連携した。シス

テム構成図を図 1 に示す。Make はトリガーベース

のアプリケーションであり、さまざまなツールを組

み合わせることで、高度なオートメーションを作成

することができ、今回は図 2 に示すようなシナリオ

を作成した。Make では chatGPT のプロンプトとし

て「質問に答えてください、質問ではない場合は適

切に答えてください。」と設定した。回答の仕方は「あ

なたは沖縄に関する情報をたくさん持った、プロフ

ェッショナルです。可能な限りユーザが沖縄に魅力

を感じるような返答を心がけて下さい。」と設定した。

実際のアプリケーションの動作画面を図 3 に示す。 

なお、行事予定表やハザードマップの管理者は、

画像を差し替えることで容易に変更に対応すること

ができる。 

 

3. 検証 

今回作成した機能を豊原区長と職員の方に実際に

九州・沖縄地区 教育システム情報学会 2024年度学生研究発表会

 239 



使用して頂いて意見を伺った。 

リッチメニューを押すとすぐに情報が手に入るこ

とや前日にごみの回収情報が自動配信される機能は

高評価を得た。しかし、画像で表示している防災グ

ッズチェックリストはスクリーンショットが困難な

人にとっては扱いが難しい、ハザードマップは地震

や津波、台風に備えた情報は見られるが、豊原区が

最も懸念している道が封鎖された際の対処法が記載

されていないなど改善点も多く発見された。なんで

も質問では、質問に対して返答が適切でない場合が

あるという意見が出た。現在は OpenAI のモデル 3.5

ターボを使用している。我々が所有している APIkey

では4や4oなどのモデルを使用することができない。

モデルを更新することができれば適切でない返答を

大幅に減少させることができる。例えば 4 以降のモ

デルであれば「今日」という時間を認識するので「今

日は何の日？」「今日の天気は？」といった質問にも

正しく返答することができる。 

 

4. 結果とまとめ 

地域住民を対象とした行事予定表、ごみの通知機

能、ハザードマップ、防災グッズ、AI を活用した質

問コーナーの機能を提供するシステムを開発した。

開発したシステムについて、プロトタイプの実装後

に職員へのプレゼンテーションを実施し検証を行っ

た。その結果、リッチメニューを押すとすぐに情報

が手に入ることや前日にごみの回収情報が自動配信

される機能は高評価を得た反面、他の機能ではスク

リーンショットの保存操作が難しいなどの課題が指

摘された。今後はこれらの課題について対応策を検

討していく予定である。 
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図 1 システム構成図 

 
図 2 Make でのアプリ作成画面 

 
図 3 アプリケーションの画面イメージ 
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